
林　美穂・下釜祐子　著

　以前，林　美穂先生（歯科・林美穂医院）
から「ホテル・ザ・リッツ・カールトンのよ
うな歯科医院を目指す」と聞いたとき，私に
はその意味がよくわかりませんでした．しか
し，林先生は開業以来 12年間，この明確な
コンセプトのもと，医療技術の研鑽ととも
に，ホスピタリティあふれる医院づくりに邁
進してきました．その結果は本書でも紹介さ
れているとおり，誰もが認めるすばらしいも
のであることに異論はないでしょう．
　著者の一人である受付の下釜祐子さんは，
開業当初から現在の歯科・林美穂医院をつく
り上げるために多大なる貢献をした一人で
す．大学卒業後，全く経験のない歯科医療の
分野に入り，高い理想をもつ院長のもとで期待
に応えるべく，マナーや作法の研修はもちろ
ん，身だしなみから自己啓発に至るまで多く
の研鑽をしてきたことと思います．試行錯誤
しながら，失敗しながら，泣きながら，唇を
噛みしめながら，一言では言い表せない苦労
があったのではないでしょうか．

　しかし，これらを乗り越えたからこそ，い
まの歯科・林美穂医院があり下釜さんがある
のです．それは「誰のために」「何のために」
と考えるときに，敬愛する院長のために，と
もに働くスタッフのために，そして患者さん
を含めた医院に来てくださるすべての人のた
めに，自分ができることの最善を尽くしたい
という気持ちがあったからでしょう．
　本書は，数ある受付での応対に関する書籍
にあるような，教育者が概念的な理想論を並
べ立てた書ではありません．感謝の気持ちを
もって日々現場で実践しながら学んできた受
付での対応を，修飾や誇張することなく，そ
のまま記録した書籍であることに大きな意味
があるといえるでしょう．私の医院では本書
を全員一冊ずつ（歯科医師や歯科技工士も）
持ち，一つひとつ各自各様に実践しはじめま
した．そしてわかったことは，本書に書かれ
ているのは受付のみならず医療従事者全員に
必要な心構えであり内容だということでし
た．遅ればせながら，やっと林先生の言葉の
意味がすこしわかるようになりました．いま
だに進化し続ける歯科・林美穂医院を見てい
ると，将来はザ・リッツ・カールトンを超え
て五つ星・六つ星の歯科医院になるような予
感がします．そのときには，あらためて第二
弾の書籍が出版されることを多くの歯科医療
関係者とともに待望したいと思います．
　最後にサブタイトルである「賢く・優し
く・美しく」という言葉は下釜さんそのもの
であるという讃辞を送り，書評とさせていた
だきます．
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